
2021 年度 1 学期期末試験 アメリカ政治 I （担当：庄司）

試験の枠組み：オンラインで、72 時間以内に提出する。解答は今年度の授業内容に沿って書く。

字数制限を厳守する。すべての設問に答える。

1. アメリカで「民主化」が進んだと言われる 1830 年代にも投票権を持たなかったひとびとについ

て、誰がいつ何を契機としてどのように投票権を獲得していったのか、できる限り多くの集団を

対象にそれぞれ簡潔に説明しなさい。（500字以内）＜配点 20 点＞

2. アメリカ連邦議会の委員会制度について、なぜ委員会が「門番」と呼ばれるのか、また、こうし

た強い権限をもつ委員会はどのようなメカニズムによって監視されるのか、簡潔に説明しなさ

い。（500 字以内）＜配点 20 点＞

3. アメリカの大統領が、近年なぜ行政的な権限をより多く活用する傾向があるのか、その背景に

ある複数の要因を考察し、「行政アプローチ」の利点についても論じなさい。（500 字以内）＜

配点 20 点＞

4. アメリカにおける市民的自由と市民的権利の特徴を、両者の違いが明確にわかるように説明

しなさい。そして、それぞれがどのように歴史的に発展してきたかを、代表的な判例や転機と

なった事件をもちいて論じなさい。（1000 字以内）＜配点４0 点＞

2021 年度 2 学期期末試験 アメリカ政治 II （担当：庄司）

試験の枠組み：オンラインで、72 時間以内に提出する。解答は今年度の授業内容に沿って書く。

字数制限を厳守する。すべての設問に答える。

1. アメリカにおける宗教的アイデンティティの全体的な特徴を、世界的傾向との比較、近年の傾

向、投票行動との関係などの観点から簡潔に述べなさい。（200 字以内）＜配点 15 点＞

2. 2020 年選挙におけるトランプと共和党による様々な妨害行為のうち、アメリカの政治文化に最

も大きな影響を残したと考えられるものを１つあげ、その理由を述べなさい。（200字以内）＜配

点 15 点＞

3. 民主党大統領候補指名における「スーパー代議員」制度が誕生した経緯を、簡潔に説明しな

さい。（200 字以内）＜配点 15 点＞

4. アメリカの新聞社が大統領選挙のときに行う支持表明の歴史的傾向と有権者の投票行動との

関係について、近年の例にも触れながら説明しなさい。（200 字以内）＜配点 15 点＞

5. アメリカの女性連邦議員をめぐる「ジャッキー・ロビンソン効果」とはどのようなものであるか、こ

の概念の由来や、これが解消する条件を含め、説明しなさい。さらに、トランプの大統領当選

が女性の政治進出にどのような影響をもたらしたか、その理由も含め説明しなさい。（500 字以

内）＜配点 40 点＞



●講評

2021 年度は、新型コロナ感染防止のためオンラインで試験を行った。そのため、対面試験時のよう

な「持ち込み禁止」の管理ができないので、授業資料などを見て解答する前提での出題となった。

当然、暗記勝負ではなく授業の理解度を問う問題としたが、全般的に出来はあまりよくなかった。II

では字数を減らして、重要なポイントを厳選して書くよう誘導したが、まったく無関係のことを書いた

り、字数制限があるにもかかわらず余計なことをだらだら書いたりした答案も多かった。オンライン授

業の1年間は学生にとっても大変だったであろうから、次年度への意欲につながることを期待して、

評価は全体に少し加点調整したが、自らの答案を厳しく振り返って今後の糧にして欲しい。以下、

II の数問について、基本的なポイントを例示する。これ以外にも重要な情報が盛り込まれていた場

合、加点した。

１．「世界的な傾向との比較」が重要である。
 世界的には経済的な豊かさと世俗化の間に正の相関が見みられる
 アメリカは豊かなのに宗教的信仰が強いという点で異色
 近年はアメリカで無宗教者が増え世俗化が進んでいる
 信仰の篤いキリスト教徒、特に右派は、共和党に投票する傾向が強い。

３．具体的な委員会名や年への言及は必須である。
 1968 年民主党大会で予備選にも参加しなかったハンフリーが指名され紛糾
 マクガバン＝フレーザー委員会による指名過程民主化改革（MF のような略称不可）
 予備選実施州の増加などにより党リーダーの統率力が弱まり過ぎたとの危機感
 ハント委員会が 1982 年にスーパー代議員制度の導入を提案

なお、成績評価においては、学期中に毎週オンラインで行った小テストを 30％、期末テス
トを 70％とし、ボーナス点課題を提出した者には単純に加点した。小テストは、毎回四択
問題を三問ほど出題した。ただし、対面授業が再開されれば、小テストの有無、期末試験の
形式などは大きく変化する可能性がある。

以上


